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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ターポリン状または布状の処理したい対象物のための保持体において、処理したい対象
物（８）の少なくとも１つの部分を、当該保持体に結合可能な処理ヘッド（６）に引離し
可能に圧着するための手段（５，５ａ，５ｂ）が設けられており、該手段が、操作レバー
（４）を介して緊締位置から移動可能であり、かつ当該保持体が、操作従業員の一方の手
のための第１の保持グリップ（２）と、操作従業員の他方の手のための第２の保持グリッ
プ（３）と、第２の保持グリップ（３）の手の届く範囲内に前記操作レバー（４）とを有
していることを特徴とする、ターポリン状または布状の処理したい対象物のための保持体
。
【請求項２】
　引離し可能に圧着するための手段（５，５ａ，５ｂ）が、処理ヘッドの方向に予負荷さ
れた曲げ部材（５ａ）として形成されている、請求項１記載の保持体。
【請求項３】
　曲げ部材（５ａ）が線材、特にばね鋼線材から成っている、請求項２記載の保持体。
【請求項４】
　引離し可能に圧着するための手段（５，５ａ，５ｂ）が、処理ヘッド（６）の方向にば
ね（７）によって張設された圧着エレメント（５ｂ）として形成されている、請求項１記
載の保持体。
【請求項５】
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　保持体が、その上側に、処理したい対象物（８）の少なくとも１つの部分を引離し可能
に圧着するための手段（５，５ａ，５ｂ）を有している、請求項１記載の保持体。
【請求項６】
　処理ヘッド（６）が、アイレットの取除きもしくはアイレットの取付けおよびターポリ
ンの穿孔のための装置の一部であり、かつ対象物（８）が、アイレットを備えたターポリ
ンもしくはアイレットを備えたいターポリンである、請求項１記載の保持体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ターポリン状または布状の処理したい対象物のための保持体に関する。
【０００２】
　本出願人の国際公開第９９／２６５０６号パンフレットに基づいて、アイレットを特に
繊維ウェブまたはプラスチックウェブから取り除くための装置が公知である。この装置に
よって、アイレットを対応する繊維ウェブまたはプラスチックウェブに取り付けることも
できる。
【０００３】
　ただし、処理動作中に繊維ウェブまたはプラスチックウェブを固定的に保持することは
困難であり、このことによって、一方では不正確な作業が生じ得ると共に、他方では処理
サイクルが著しく遅延させられることがわかった。したがって、本発明の課題は、ターポ
リン状または布状の対象物がその処理中に保持され得るようになっている装置を提供する
ことである。
【０００４】
　前記課題は、本発明によれば、処理したい対象物の少なくとも１つの部分を、当該保持
体に結合可能な処理ヘッドに引離し可能に圧着するための手段が設けられており、該手段
が、操作レバーを介して緊締位置から移動可能であり、かつ当該保持体が、操作従業員の
一方の手のための第１の保持グリップと、操作従業員の他方の手のための第２の保持グリ
ップと、有利には第２の保持グリップの手の届く範囲内に前記操作レバーとを有している
ことによって解決される。
【０００５】
　この装置によって、処理したい面状の対象物が確実に保持され得るので、処理時間が短
縮され、かつより良好な精度が達成可能となる。
　両手で操作することによって、当該装置の重量は、比較的長い時間にわたってより容易
に受容され得、さらに、保持装置は、一方の保持グリップの範囲内に配置された操作レバ
ーを介して開かれ得る。
【０００６】
　本発明の１実施態様は、引離し可能に圧着するための手段が、処理ヘッドの方向に予負
荷された曲げ部材として形成されていることにある。
【０００７】
　この曲げ部材は、標準状態では、面状の対象物を処理ヘッドに圧着し、かつこの対象物
を、処理動作中、固定する。次いで、曲げ部材は、操作レバーを介して緊締位置から移動
させられ、面状の対象物は（次のアイレットまで）さらに移動させられ得るかまたは別の
面状の対象物と交替させられ得る。
【０００８】
　この場合、曲げ部材が線材、特にばね鋼線材から成っていると、有利である。
【０００９】
　本発明の別の実施態様は、引離し可能に圧着するための手段が、処理ヘッドの方向にば
ねによって予負荷された圧着エレメントとして形成されていることにある。
【００１０】
　この場合、機能形式は同様であるが、ただし、曲げ部材の予負荷は、圧着ばねの張力で
代替される。
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【００１３】
　同じく、保持体が、有利にはその上側に、処理したい対象物の少なくとも１つの部分を
引離し可能に圧着するための手段を有していると、有利である。
【００１４】
　本発明の枠内では、処理ヘッドが、アイレットの取除きもしくはアイレットの取付けの
ための装置の一部であり、かつ対象物が、アイレットを備えたターポリンもしくはアイレ
ットを備えたいターポリンであることが考えられている。
【００１５】
　当該装置の利点は実質的に、アイレットの取除きもしくはアイレットの取付けのための
装置との組合せにおいて、アイレットの取付けにせよ取外しにせよ、ターポリンの、明ら
かにより迅速なひいてはより経済的な処理を可能とする、容易に操作され得る装置が提供
されることにある。
【００１６】
　以下に、本発明の実施例を図面につき詳しく説明する。
【００１７】
　図１および図２に示されているように、本発明による装置はボディ１を有しており、こ
のボディ１はその下側に、操作従業員の一方の手のための第１の保持グリップ２と、操作
従業員の他方の手のための第２の保持グリップ３とを有している。ボディ１は、さらに、
操作レバー４を有している。この操作レバー４は第２の保持グリップ３の手の届く範囲内
に配置されており、この操作レバー４を介して、引離し可能に圧着するための手段５が引
き離され得る。
【００１８】
　引離し可能に圧着するための前記手段５は、例えば、アイレットの取除きもしくは取付
けのための装置の処理ヘッド６の方向に－特にターポリンの穿孔に際してこのターポリン
を精確にセンタリングするために－予負荷された、例えばばね鋼線材から成っていてよい
曲げ部材５ａとして形成されていてよいか（図１）、またはばね７によって処理ヘッド６
の方向に張設された圧着エレメント５ｂとして形成されていてよい（図２）。
【００１９】
　両事例では、ターポリン状または布状の処理したい対象物８は、標準調節時に処理ヘッ
ド６に向かって面状に位置固定され、操作レバー４の操作に際して、この緊締調節が解消
される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】予負荷された曲げ部材を備えた、本発明による装置である。
【００２１】
【図２】ばねによって張設された圧着エレメントを備えた、本発明による装置である。
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